
No-major でなければ 
全て中止する必要はないようです 
しかし十分な管理、精査が必要と 
なります。 



消化管出血は重大な部位とはなっていませんので直ぐに中止のではなく、十分な 
管理体制下の範疇です。 





プラザキサはaPTTで正常なら出血を誘発する事はないかもしれません。 
 延長している場合は治療域か減量すべきか判断できません。 
他のDOACはPTが正常でも延長の場合でも判断ができません。 
 経過観察して前回の値との比較が有効かもしれません。 



中和剤の薬剤一覧表 



手術や処置で中断をする場合、その期間は出血のリスクの程度と腎機能により 
決定される。 





再投与の仕方 







再開の延期 



上記の事について十分に患者さんとコンセンサス得る事が大事です。 
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